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大阪府高槻市大学町 2番 7号
TEL : 072-684-6776　FAX : 072-684-6792
阪急電鉄「高槻市」駅 1番出口より徒歩 3分、JR「高槻」駅南口より徒歩 8分

大阪府高槻市唐崎西 1丁目 25番 1号
TEL : 072-677-8700　FAX : 072-604-0909
阪急茨木駅より京阪バス
(枚方市駅行き：玉川橋団地下車、徒歩10分 /白川3丁目行き：西切下車、徒歩1分 ) 
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訪問看護
ステーション

営 業 日 　月曜日～金曜日(祝日、6/1、12/29～1/3除く)
営業時間　平日 午前8：30～午後4：50
※緊急時　２４時間電話でご相談に応じ、必要時には緊急訪問を行う体制

TEL　072-684-6776
F A X 　　   072-684-6792
MAIL 　   ompu-houmon-st@ompu.ac.jp

お問い合わせ
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大阪医科薬科大学病院

大阪医科薬科大学三島南病院

実施地域

地域のニーズに応える質の高い訪問看護を提供し、

在宅医療を支える良識ある人間性豊かな人材を育成する。

大阪医科薬科大学
訪問看護ステーション理念

大阪医科薬科大学
訪問看護ステーション理念

大阪医科薬科大学訪問看護ステーションは、阪急高槻
市駅前の大阪医科薬科大学病院のある大学構内の事務
所と、大阪医科薬科大学三島南病院に隣接したサテラ
イトを有し、２つの事務所を拠点として、高槻市・
茨木市および周辺地域で訪問看護サービスを提
供しています。大阪医科薬科大学病院や大阪医科
薬科大学三島南病院、他の病院から退院してご自宅
での療養生活を始める方、すでに療養生活を始めてお
られる方でお困りのことがありましたら、当ステー
ションにご相談ください。

実施地域
※地図は目安ですので、詳しくはお問い合わせください。

https://www.omp.ac.jp/SHVN/
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ご利用方法

サービス内容

ご利用者（ご家族の方）からのご相談

利用前の面談
入院されている場合は、病院で退院前のご相談（退院前カンファレンス）にお伺いします

訪問看護ステーションとの契約
訪問看護サービス開始

　訪問看護指示書交付（主治医より）

　訪問看護ステーションへの相談
（直接のご相談もお受けします）

医療機関での相談
・主治医・看護師・相談員

地域での相談
・地域包括支援センター
・ケアプランセンター　

病状の観察
■ 心身の状態観察
■ 血圧・体温・脈拍などのチェック
■ 疾病予防や健康の管理
■ 異常の早期発見

病気や障がいがあっても住み慣れた

地域で自分らしく暮らしたい。

がんや老衰などの終末期であっても

自宅で自分らしく最期まで過ごしたい。

そのようなご希望に、看護師やリハビリスタッフが

直接ご自宅にお伺いしてご本人やご家族を

支援するサービスが訪問看護です。

療養生活にご不安がある方、お困りの方は、

いつでもご相談ください。

病気や障がいがあっても住み慣れた

地域で自分らしく暮らしたい。

がんや老衰などの終末期であっても

自宅で自分らしく最期まで過ごしたい。

そのようなご希望に、看護師やリハビリスタッフが

直接ご自宅にお伺いしてご本人やご家族を

支援するサービスが訪問看護です。

療養生活にご不安がある方、お困りの方は、

いつでもご相談ください。

❶
在宅療養生活の必要な看護援助
■ 清拭・洗髪・入浴介助・陰部洗浄などの清潔ケア
■ 食事・水分・栄養摂取の管理とケア
■ 排泄管理とケア
■ 排便のコントロール・ストーマケア
■ 利用者の状況に応じた必要とされる看護援助

❷

リハビリテーション

■ 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士による訓練❺

褥瘡や創傷ケア
■ 定期的な観察や評価
■ 医師の指示に基づいた処置
■ 褥瘡予防の相談や助言

❻

療養生活上のアドバイス

■ 食事・排泄・運動などの療養生活上の助言
■ 日常生活のリズム❸
服薬の管理
■ 薬の効果確認
■ 服薬に関する助言
■ 副作用の観察

❹

認知症や精神疾患の方の看護

■ 対応方法・コミュニケーションの助言
■ 生活リズムの調整などの助言❾
ご家族への支援
■ 家族の介護負担を軽減し、家族関係が保てるよう支援
■ 安全で安楽な介護方法の助言
■ 介護相談

主治医との連携と医療的ケア
■ 状態悪化時　主治医へ報告
■ 医療的ケア　注射・点滴・吸引など
■ 医療機器管理、操作援助、指導カテーテル、
　 在宅酸素、人工呼吸器、在宅中心静脈注射、
 　ストーマ、吸引気管カニューレなどの管理

❼

介護や福祉サービスの活用相談
■ 様々なサービスを効果的に活用し、利用者が
　 自立した生活を送るための助言
■ 医療機関、行政、福祉サービスと連携し、
 　利用者の状況に応じた助言や調整

ターミナルケア
■ 苦痛の緩和(痛み・倦怠感など)を目的とした看護
■ 家族を含めた精神的な支援
　 ( 終末期の過ごし方の相談と意思決定の支援 )
■ 緊急時の対応
■ 医師との連携
■ 看取りまでの看護

❽

安心して療養生活を過ごしていただくためのケアや
助言、ご家族からの介護相談などをお受けします。
主治医やケアマネージャー等と連携して、療養生活
をサポートさせていただきます。


